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概要： 光電子分光装置エネルギー軸較正法（ISO 15472）の測定手順に沿って光電子分光装置 PHI5500（ULVAC-
PHI 社）の結合エネルギー軸の目盛りの直線性を確認した。較正用標準試料として金、銀、銅を用いて測定し、
得られた測定データの計算結果から特定のピーク位置で観察されたエネルギーの直線性誤差ε2 は信頼度 95%で
























ルギー軸目盛較正を ISO15472: 「X線光電子分光装置ーエネルギー軸目盛りの較正」[5], [6]の
手順を利用して確認した。光電子分光装置（XPS）は PHI5500(ULVAC-PHI社)を利用した。測定前
の試料の表面クリーニングは Arイオンスパッタにより行った。スパッタ条件として Voltage: 1kV、
Current: 25mA、Ar pressure: 20 x 10-3 Pa、分析装置パラメータとして Pass energy (eV): 
23.5,11.75、Energy/Step (eV): 0.1,0.05、Take off angle:45度、Sweep:20に設定し超高真空





















































Table 1  X-線分光装置で利用する X-線源により得ら
れた金、銀、銅スペクトルの参考値 [6] 
Table 2  X-線分光装置で利用する X-線源により得ら





図 3 金、銀、銅の Au4f、Ag3d,Cu2p のナロ―スキャンスペクトル 
 






































































図 8 ナロースキャンによるスパッタ時間と C1s
スペクトルの結合エネルギーシフトの関係 


































れたため Hf と C の強度の高いスペクトルとして観測された。それを関連付けるデータとして
Hf7/2 と O1s のピークおよび Hf7/2 と C1s のピークの強度比（面積）とスパッタ時間の関係を示
したのが図 6である。図 6 から O1s/Hf7/2と C1s/Hf7/2のスパッタクリーニング時間に対する変
化を比較するとスパッタ開始とともに強度比が減少し、スパッタ時間 20分で飽和しはじめた。 
４0分以上では Hf7/2と O1s 比と Hf7/2と C1s強度比は殆ど変化しないことが分かった。 
図 6 の結果はスパッタにより表面の酸化層が取れたことを示し、HfC として強い結合状態構造
が現れたため図５（b）で Hf元素のピークが鮮明に観測できたと考えられる。また、40分以上ス
パッタを続けても強度比が一定の値を示すことからのスパッタの影響が少なく HfC 結合状態を維
持していると考えられる。図 7は、ナロースキャンによるスパッタ時間と Hf7/2 スペクトルの結
合エネルギーのシフトを示す。図 7からスパッタ時間が長くにつれて Hf7/2スペクトルのピーク
位置が高い結合エネルギー側へとシフトすることが分かる。図 8はナロースキャンによるスパッ
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